
中学校

標準学力検査　結果概要 2018

那覇市立教育研究所

●概要

観点 国語 ② 話す・聞く能力　　　　　　　　　　

③ 書く能力　　　　　　　　　　　　　

④ 読む能力　　　　　　　　　　　　　

⑤ 言語についての知識・理解・技能　　

数学 ② 数学的な見方や考え方　　　　　　　

③ 数学的な技能　　　　　　　　　　　

④ 数量や図形などについての知識・理解

要素 知識・理解、技能といった基礎的な内容

(数学は③・④観点)

思考力・判断力・表現力が問われる活用的な内容

(数学は②観点)

●対象
　・市内の公立中学校１年生・２年生の生徒

●教科
　・国語・数学

●実施時期
　・平成30年５月14日（月）～５月18日（金）
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那覇市内の生徒の学習状況について、教研式学力検査CRTの結果をもとに分析

診断します。ＣＲＴは、基本的に学習指導要録に示された観点別の診断結果をお届け

しますが、この資料では、その観点をまとめた「要素」（①知識・理解／技能、②思考・

判断・表現）別にグラフを作成してあります。なお、観点と要素との対応は、以下の表

のとおりです。

また「小問」ごとに正答率・無答率を分析した一覧表や、それをもとにした学習指導

上の留意点等についてコメントしています。（各学年の冒頭では領域別の結果も表示

しています。）



第１学年　国語
那覇市
30年

全国
30年

第１学年　数学
那覇市
30年

全国
30年

話すこと・聞くこと 63.2 67.6 数と式 64.6 65.8

書くこと 64.4 68.0 図形 64.7 65.2

読むこと 60.4 62.4 関数 62.5 66.3

言語事項 67.6 71.2 資料の活用 51.9 55.4

数・量

量・測

図形

数量

第２学年　国語
那覇市
30年

全国
30年

第２学年　数学
那覇市
30年

全国
30年

話すこと・聞くこと 65.8 69.4 数と式 58.5 60.8

書くこと 58.0 62.5 図形 50.1 58.3

読むこと 55.5 58.1 関数 42.9 49.2

言語事項 57.2 61.7 資料の活用 43.7 54.7
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　【 第１学年　国語 】 平成３０年度那覇市到達度調査結果　

領域別結果　（全国との比較）

第２学年　国語
那覇市
30年

全国
30年

話すこと・聞くこと 63.2 67.6

書くこと 64.4 68.0

読むこと 60.4 62.4

言語事項 67.6 71.2
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平成３０年度那覇市到達度調査結果　那覇市立中学校全体

第１学年 国語 要素１

問題別調査結果　那覇市-全国　比較　　【要素１　知識・理解、技能といった基礎的な内容】

話
す
こ
と
・聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

言
語
事
項

選
択
式

短
答
式

記
述
式

那
覇
市

全
国

1 1  放送・内容の聞き取り ○ ○ 82% 85% 0.5

1 2 ｲ 放送・内容の聞き取り ○ ○ 69% 74% 1.5

1 2 ｵ 放送・内容の聞き取り ○ ○ 59% 62% 2.5

1 3 ｱ 放送・内容の聞き取り ○ ○ 67% 71% 3.5

1 3 ｴ 放送・内容の聞き取り ○ ○ 35% 39% 4.5

2 1  報告文の書き方・目的 ○ ○ 81% 79% 5.5

2 2  報告文の書き方・意見 ○ ○ 51% 54% 6.5

2 3  報告文の書き方・図表 ○ ○ 93% 92% 7.5

2 4  報告文の書き方・引用 ○ ○ 87% 82% 8.5

3 1  漢字の読み・頂 ○ ○ 69% 72% 9.5

3 2  漢字の読み・救済 ○ ○ 52% 64% 10.5

3 3  漢字の読み・操作 ○ ○ 87% 88% 11.5

4 1  文脈に合う語・生物 ○ ○ 41% 40% 12.5

4 2  接続語選択・さらに ○ ○ 84% 84% 13.5

4 3 ｳ 詳細な内容の読み取り ○ ○ 78% 75% 14.5

4 3 ｴ 詳細な内容の読み取り ○ ○ 83% 81% 15.5

5 1  討論会・立場 ○ ○ 81% 71% 16.5

5 2  討論会・考えの理由 ○ ○ 74% 71% 17.5

5 3  討論会・資料 ○ ○ 64% 59% 18.5

5 4  討論会・話し方 ○ ○ 52% 68% 19.5

6 1  複合語・暑苦しい ○ ○ 81% 82% 20.5

6 2  複合語・立ち上がる ○ ○ 84% 84% 21.5

7 1  接続語働き・ところが ○ ○ 84% 85% 22.5

7 2  接続語働き・それとも ○ ○ 86% 83% 23.5

7 3  接続語働き・では ○ ○ 71% 72% 24.5

8 1  漢字の書き・強敵 ○ ○ 54% 62% 25.5

8 2  漢字の書き・余る ○ ○ 64% 64% 26.5

8 3  漢字の書き・招待 ○ ○ 49% 48% 27.5

9 1  文章の書き方 ○ ○ 73% 74% 28.5

9 2 ｱ 推敲・文の長さ ○ ○ 57% 58% 29.5

9 2 ｵ 推敲・文末表現 ○ ○ 53% 53% 30.5

10 2 2 季節の読み取り・春 ○ ○ 60% 67% 31.5

10 2 3 季節の読み取り・秋 ○ ○ 59% 65% 32.5

10 3  文脈に合う語・吹雪 ○ ○ 57% 59% 33.5

10 5  指示語の内容理解 ○ ○ 60% 69% 34.5

11 1  同訓異字・代える ○ ○ 59% 58% 35.5

11 2  同訓異字・収める ○ ○ 31% 38% 36.5

11 3  同訓異字・移す ○ ○ 79% 88% 37.5

12 1  助詞・が ○ ○ 69% 77% 38.5

12 2  助詞・ばかり ○ ○ 69% 78% 39.5

14 1  必要なことを書く ○ ○ 65% 79% 40.5

14 2  小見出しをつける ○ ○ 48% 61% 41.5

14 3  内容を整理し書く ○ ○ 57% 68% 42.5

全　体 9 10 8 16 32 10 1 67% 69%

出
題
の
趣
旨

設
問
番
号

問題形式 正答率 プロフィール
学習指導要
領の領域等

那覇市 ６７％ 全国 ６９％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国 那覇市

3



平成３０年度那覇市到達度調査結果　那覇市立中学校全体

第１学年 国語 要素２

問題別調査結果　那覇市-全国　比較　　【要素２　思考力・判断力・表現力が問われる活用的な内容】

話
す
こ
と
・聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

言
語
事
項

選
択
式

短
答
式

記
述
式

那
覇
市

全
国

4 4  要点の読み取り ○ ○ 41% 37% 0.5

4 5 ｱ 要点の読み取り ○ ○ 53% 54% 1.5

4 5 ｳ 要点の読み取り ○ ○ 73% 71% 2.5

9 3  資料の提示 ○ ○ 75% 76% 3.5

9 4  主題の理解 ○ ○ 76% 76% 4.5

10 1  心情の読み取り ○ ○ 76% 80% 5.5

10 4 ｲ 表現に注意して読む ○ ○ 39% 41% 6.5

10 4 ｴ 表現に注意して読む ○ ○ 67% 74% 7.5

10 6  心情の読み取り ○ ○ 39% 45% 8.5

13 1  放送原稿・同意語 ○ ○ 62% 70% 9.5

13 2  放送原稿・同意語 ○ ○ 64% 74% 10.5

13 3  放送原稿・同意語 ○ ○ 66% 79% 11.5

13 4  放送原稿・同意語 ○ ○ 53% 63% 12.5

14 4 ｳ 書き方の工夫 ○ ○ 39% 46% 13.5

14 4 ｴ 書き方の工夫 ○ ○ 53% 64% 14.5

全　体 4 4 7 0 14 0 1 58% 63%

・・・課題となる問題として、考察コメントがあります。

出
題
の
趣
旨

設
問
番
号

問題形式 正答率 プロフィール
学習指導要
領の領域等

那覇市 ５８％ 全国 ６３％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国 那覇市
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平成３０年度那覇市到達度調査結果　那覇市立中学校全体

第１学年 国語 要素１

問題別調査結果　正答率－無答率　　【要素１】

話
す
こ
と
・聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

言
語
事
項

選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率

無
答
率

1 1  放送・内容の聞き取り ○ ○ 82% 0% 0.5

1 2 ｲ 放送・内容の聞き取り ○ ○ 69% 3% 1.5

1 2 ｵ 放送・内容の聞き取り ○ ○ 59% 8% 2.5

1 3 ｱ 放送・内容の聞き取り ○ ○ 67% 2% 3.5

1 3 ｴ 放送・内容の聞き取り ○ ○ 35% 5% 4.5

2 1  報告文の書き方・目的 ○ ○ 81% 1% 5.5

2 2  報告文の書き方・意見 ○ ○ 51% 2% 6.5

2 3  報告文の書き方・図表 ○ ○ 93% 0% 7.5

2 4  報告文の書き方・引用 ○ ○ 87% 1% 8.5

3 1  漢字の読み・頂 ○ ○ 69% 3% 9.5

3 2  漢字の読み・救済 ○ ○ 52% 4% 10.5

3 3  漢字の読み・操作 ○ ○ 87% 1% 11.5

4 1  文脈に合う語・生物 ○ ○ 41% 4% 12.5

4 2  接続語選択・さらに ○ ○ 84% 1% 13.5

4 3 ｳ 詳細な内容の読み取り ○ ○ 78% 5% 14.5

4 3 ｴ 詳細な内容の読み取り ○ ○ 83% 8% 15.5

5 1  討論会・立場 ○ ○ 81% 1% 16.5

5 2  討論会・考えの理由 ○ ○ 74% 1% 17.5

5 3  討論会・資料 ○ ○ 64% 2% 18.5

5 4  討論会・話し方 ○ ○ 52% 2% 19.5

6 1  複合語・暑苦しい ○ ○ 81% 2% 20.5

6 2  複合語・立ち上がる ○ ○ 84% 2% 21.5

7 1  接続語働き・ところが ○ ○ 84% 2% 22.5

7 2  接続語働き・それとも ○ ○ 86% 2% 23.5

7 3  接続語働き・では ○ ○ 71% 2% 24.5

8 1  漢字の書き・強敵 ○ ○ 54% 8% 25.5

8 2  漢字の書き・余る ○ ○ 64% 15% 26.5

8 3  漢字の書き・招待 ○ ○ 49% 14% 27.5

9 1  文章の書き方 ○ ○ 73% 5% 28.5

9 2 ｱ 推敲・文の長さ ○ ○ 57% 8% 29.5

9 2 ｵ 推敲・文末表現 ○ ○ 53% 11% 30.5

10 2 2 季節の読み取り・春 ○ ○ 60% 9% 31.5

10 2 3 季節の読み取り・秋 ○ ○ 59% 20% 32.5

10 3  文脈に合う語・吹雪 ○ ○ 57% 22% 33.5

10 5  指示語の内容理解 ○ ○ 60% 27% 34.5

11 1  同訓異字・代える ○ ○ 59% 16% 35.5

11 2  同訓異字・収める ○ ○ 31% 16% 36.5

11 3  同訓異字・移す ○ ○ 79% 16% 37.5

12 1  助詞・が ○ ○ 69% 19% 38.5

12 2  助詞・ばかり ○ ○ 69% 20% 39.5

14 1  必要なことを書く ○ ○ 65% 27% 40.5

14 2  小見出しをつける ○ ○ 48% 29% 41.5

14 3  内容を整理し書く ○ ○ 57% 31% 42.5

全　体 9 10 8 16 32 10 1 67% 9%

問題形式 正答率 プロフィール

設
問
番
号

出
題
の
趣
旨

学習指導要
領の領域等

那覇市平均正答率 ６７％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無答率 正答率
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平成３０年度那覇市到達度調査結果　那覇市立中学校全体

第１学年 国語 要素２

問題別調査結果　正答率-無答率　比較　　【要素２】

話
す
こ
と
・聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

言
語
事
項

選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率

無
答
率

4 4  要点の読み取り ○ ○ 41% 7% 0.5

4 5 ｱ 要点の読み取り ○ ○ 53% 4% 1.5

4 5 ｳ 要点の読み取り ○ ○ 73% 4% 2.5

9 3  資料の提示 ○ ○ 75% 6% 3.5

9 4  主題の理解 ○ ○ 76% 6% 4.5

10 1  心情の読み取り ○ ○ 76% 8% 5.5

10 4 ｲ 表現に注意して読む ○ ○ 39% 26% 6.5

10 4 ｴ 表現に注意して読む ○ ○ 67% 25% 7.5

10 6  心情の読み取り ○ ○ 39% 18% 8.5

13 1  放送原稿・同意語 ○ ○ 62% 22% 9.5

13 2  放送原稿・同意語 ○ ○ 64% 23% 10.5

13 3  放送原稿・同意語 ○ ○ 66% 25% 11.5

13 4  放送原稿・同意語 ○ ○ 53% 25% 12.5

14 4 ｳ 書き方の工夫 ○ ○ 39% 35% 13.5

14 4 ｴ 書き方の工夫 ○ ○ 53% 37% 14.5

全　体 4 4 7 0 14 0 1 58% 13%

設
問
番
号

出
題
の
趣
旨

学習指導要
領の領域等

問題形式 正答率 プロフィール

那覇市平均正答率 ５８％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無答率 正答率
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平成３０年度那覇市到達度調査結果　那覇市立中学校全体

度数分布　【要素１】 第１学年 国語

児童数 平均正答数 平均正答率（％） 中央値 標準偏差

人数 割合
0問 2 0.1%
1問 0 0.0%
2問 0 0.0%
3問 2 0.1%
4問 2 0.1%
5問 6 0.2%
6問 4 0.1%
7問 6 0.2%
8問 7 0.3%
9問 10 0.4%
10問 16 0.6%
11問 16 0.6%
12問 19 0.7%
13問 21 0.8%
14問 28 1.0%
15問 33 1.2%
16問 32 1.2%
17問 48 1.7%
18問 57 2.1%
19問 59 2.1%
20問 61 2.2%
21問 67 2.4%
22問 84 3.0%
23問 78 2.8%
24問 119 4.3%
25問 109 4.0%
26問 108 3.9%
27問 134 4.9%
28問 115 4.2%
29問 122 4.4%
30問 110 4.0%
31問 145 5.3%
32問 125 4.5%
33問 152 5.5%
34問 157 5.7%
35問 165 6.0%
36問 127 4.6%
37問 116 4.2%
38問 107 3.9%
39問 82 3.0%
40問 49 1.8%
41問 41 1.5%
42問 16 0.6%
43問 1 0.0%

度数分布　【要素２】

児童数 平均正答数 平均正答率（％） 中央値 標準偏差

人数 割合
0問 31 1.1%
1問 65 2.4%
2問 77 2.8%
3問 105 3.8%
4問 140 5.1%
5問 177 6.4%
6問 206 7.5%
7問 189 6.9%
8問 201 7.3%
9問 236 8.6%
10問 281 10.2%
11問 307 11.1%
12問 283 10.3%
13問 232 8.4%
14問 158 5.7%
15問 70 2.5%

正答数集計値
（左：児童数　右：割合（％））

正答数
那覇市

中学校１年国語において、要素１（基礎的な内容）で平均正答率が67％、要素２（活用的な内容）で平均正答率が
58％であった。要素１では、43問中、中央値が30問であり、6割～8割の正答率の生徒が多い分布となっている。要
素２では15問中、中央値は9問であり、基礎的な内容も多いが、3分の1しか正答できない生徒が一定数いる。特に
低得点の生徒の課題を把握したい。

正答数
那覇市

正答数集計値
（左：児童数　右：割合（％））

那覇市 2758 28.6 / 43 67% 30問 7.6

那覇市 2758 8.7 / 15 58% 9問 3.7
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傾向の分析と課題となる問題 

－中学１年 国語－ 

 

●全体的な傾向● 

【要素１ 知識・理解／技能】 

成果 

・ 報告文における基本的な文章の構成要素や必要事項などは，全国的な傾向より通過率が高く，定着している

とみられる。「事実」と「意見」を分けて書くことをさらに理解させたい（大問２）。 

課題 

・ 助詞の基本的な使い方について課題がみられる（大問12）。 

・ 考えを明確に表現し，伝わるように文章を書くことに課題がみられる（大問14）。 

 

【要素２ 思考・判断・表現】 

成果 

・ 説明文において，文章の構成や話題を理解し，文章の重要な点を的確におさえたりすることについて，全国

的な傾向より通過率が高い。（大問４） 

課題 

・ 物語文において，筆者の表現しようとしている内容を理解したり，主人公の心情を理解したりすることに課

題がみられる（大問10）。 

・ 伝えたいことを相手に伝えるために，表現を工夫する点において課題がある（大問13）。 

 

【指導にあたって】 

・ 文章を構成する際には，相手の立場になって，どうすれば伝えたい内容が適切に伝わるかを考える習慣を

つけたい。実際の活動の中で，生徒同士でフィードバックし合い，改善していくことが望まれる。 

 

●課題となる問題● 

＊ 「知識・理解／技能」・「思考・判断・表現」の要素別に，次ページ以降，分析を掲載しています。表に掲

載しているカテゴリーの説明は以下の通りです。 

 

問題番号 問題内容 通過率 無答率 全国 形式 

12 １  助詞・が 69 19 77 選択式 

通過率：那覇市生徒の通過率（％） 

無答率：那覇市生徒の無解答率（％） 

全 国：全国生徒の通過率（％） 

形 式：解答形式  
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 中学１年（小学校学習内容）国語 【知識・理解／技能】 

問題：  

12 【 小学校第５・６学年 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 （１）イ（キ） 】 

14 【 小学校第５・６学年 書くこと Ｂ（１）アイエオ 】 

 

 

問題内容： 

12 文の構成を理解し，語句の使い方の違いに気づくことができるかどうかをみる。 

14 目的に応じて書く事柄を整理し，工夫して書くことができるかどうかをみる。 

      

問題番号 問題内容 通過率 無答率 全国 形式 

12 1  助詞・が 69 19 77 選択式 

 2  助詞・ばかり 69 20 78 選択式 

14 1  必要なことを書く 65 27 79 選択式 

 2  小見出しをつける 48 29 61 選択式 

 3  内容を整理し書く 57 31 68 選択式 

 

誤答分析                                      

・ 12－１の接続助詞「が」が，逆接のつながりであることが理解できていない。また，２の副助詞「ばかり」 

が，「すぐ」という意味であることを理解できていない。 

 

・ 14 は図書室の利用のすすめを書くという場面で，目的に応じて書く事柄を整理し，工夫して書くことがで

きるかどうかをみる問いであるが，２では項目にあった見出しを選ぶことができていない。また，「本の紹介

をたくさん入れる」という意見は一見良さそうにみえるが，本来伝えたいことの内容が薄れてしまうことが理

解できない誤りもみられる。 

 

指導にあたって                                    

・ 文の構成を理解し，語句の使い方の違いに気づく力を育てたい。その際，「書くこと」の文章構成などの指

導と関連させながら文章構成を意識することは，文章を読んだり書いたりするときに役立つことを実感させ

る指導をするとよい。基本的な語句については，日常からその意味を辞書などで調べ，確認するように習慣づ

けるとよい。また別の言葉で置き換えてみたりして，同じ表記の言葉が使われていても，それぞれ文脈によっ

て意味が異なっていることに気づかせたい。 

 

・ 案内や報告をする文章では，相手や目的に応じて伝えるべき事柄を簡潔に分かりやすく書くことが大切であ

る。この問題の例であれば，図書室の案内を書くためには，何が書かれている必要があるのかを利用者の立場

になって考える必要がある。図書室の利用者にとって大切なことは，利用時間や，本を借りる方法など一見当

たり前のように感じることであっても，利用者はそれらのことを知らない場合があるという発想の転換をさ

せる必要がある。伝える相手によっては伝えなくてもよい情報もある，それは何か，といった情報の取捨選択

する視点も必要であることを考えさせたい。 
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指導例                                       

・ 助詞については，例えば，A「友だちが，外にいる」という文と，B「外で遊びたいが，勉強しよう」という

文について，Bの文の「が」は，「けれど」や「しかし」などの言葉に置き換えられることを示し，逆接的な意

味を持つ「が」であることを学ばせるとよい。表面的な文の理解ではなくて，何を意味している文なのかを比

較させるとよい。 

 

・ よりよい案内や報告する文章を書くために，例えば近所の公民館や図書館などの利用案内や市の広報誌など

を見て，施設に来てもらうためにどのような情報が書かれているのか，どのように表されているのかなどを話

し合い，気づかせるとよい。加えて，自分だったらどう書くか，どのような情報があれば行ってみたいと思う

かなどを考えさせるとよい。 

 

問題14の指導例 目的に応じて書く事柄を整理し，工夫して書くことができるかどうかをみる。 

 

 

 

『平成21年度 授業アイディア例（中学国語）』 
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問題14の指導例 

目的に応じて書く事柄を整理し，工夫して書くことができるかどうかをみる。 

 

 

 

 

 

                                                                      

 

 

 

『平成24年度 授業アイディア例（中学国語）』 
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問題14の指導例 

目的に応じて書く事柄を整理し，工夫して書くことができるかどうかをみる。 

 

 

 

次ページに続く… 

 

 

『平成28年度 授業アイディア例（中学国語）』 
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中学１年（小学校学習内容）国語 【思考・判断・表現】 

問題： 

10 【 小学校第５・６学年 読むこと Ｃ（１）エ 】   

13 【 小学校第５・６学年 話すこと・聞くこと Ａ（１）イ 】 

 

 

問題内容： 

10 文学的な文章について，登場人物の相互関係や心情，場面の描写を捉えて読むことができるかをみる。 

13 場に応じた適切な言葉遣いで話すことができるかどうかをみる。 

 

問題番号 問題内容 通過率 無答率 全国 形式 

10 1  心情の読み取り 76 8 80 選択式 

 4 イ 表現に注意して読む 39 26 41 選択式 

 4 エ 表現に注意して読む 67 25 74 選択式 

 6  心情の読み取り 39 18 45 選択式 

13 1  放送原稿・同意語 62 22 70 選択式 

 2  放送原稿・同意語 64 23 74 選択式 

 3  放送原稿・同意語 66 25 79 選択式 

 4  放送原稿・同意語 53 25 63 選択式 

 

 

誤答分析                                       

・ 文学的文章で，表現の細部を読み取れていないために，登場人物の心情や場面の様子を想像できないための

誤りがみられる。 

 

・ 学校放送など不特定多数の人に呼び掛ける際，適切な言葉遣いについての理解を問う場面で，漢字を含む熟

語を平易な言い方に変えるという問いで，4の「異議はありませんでした」を言い換える際に，「異論はありま

せんでした」を選ぶ誤りがみられる。 

 

 

指導にあたって                                   

・ 文章の組み立てや作品の場面を静的に捉えてその構成を理解するだけでなく，時間的な流れや状況の理解を

する必要がある。この問いの場合，母熊が生まれた子熊の姿を見たことがないことの理由を読み取る必要があ

る。まず，子熊の姿を見たことがないということは，母熊自身による要因（目が見えていない，身体が動かせ

ないなど）や，周囲の状況による要因（暗闇であるなど）がある。直接的に書かれていなくても，子熊の姿を

見たことがないとはどういうことなのかを想像を働かせて読む必要がある。 

 

・ 放送などは相手の反応を確かめながら話したり，相手に伝わっているのか様子をみたりしながら話すことが 

できないので，正確に自分の言いたいことを伝えるためには，より丁寧に語句の選択をする必要がある。熟語 

は，目で漢字を読むことで意味が伝わりやすい利点がある一方で，話し言葉としては適切でない場合もある。

不特定多数に通じる必要のある言葉は平易な言い方にすることが適切である。 
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指導例                                       

・ 大勢に向けて話す力を伸ばすためには，話している自分とそれを聞いている相手との相互関係の中で学ぶ必

要がある。放送原稿を書いたら，実際に口に出してみると自分でよくわからない言葉遣いだったり，聞き手に

とって理解しづらい言葉があったりといったことに気づくことができる。 

 

・ デパートなどの商業施設や電車内の放送などを聞いたときに，自分がわかったこと，わからなかったこと，

工夫されていると感じたところなどを話し合わせるのもよい。 

 

 

問題13の指導例 

場に応じた適切な言葉遣いで話すことができるかどうかをみる。 

               

『平成24年度 授業アイディア例（中学国語）』 
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　【 第２学年　国語 】 平成３０年度那覇市到達度調査結果　

領域別結果　（全国との比較）

第２学年　国語
那覇市
30年

全国
30年

話すこと・聞くこと 65.8 69.4

書くこと 58.0 62.5

読むこと 55.5 58.1

言語事項 57.2 61.7

話・聞

書く

読む

言語

0%

20%

40%

60%

80%

100%

#REF! 那覇市

30年

全国
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40.0

60.0

80.0

100.0
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全国
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80%
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話すこと・
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読むこと

言語事項

那覇市

30年

全国

30年
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平成３０年度那覇市到達度調査結果　那覇市立中学校全体

第２学年 国語 要素１

問題別調査結果　那覇市-全国　比較　　【要素１　知識・理解、技能といった基礎的な内容】

話
す
こ
と
・聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

言
語
事
項

選
択
式

短
答
式

記
述
式

那
覇
市

全
国

1 1  放送・主題の聞き取り ○ ○ 66% 67% 0.5

1 2  放送・内容の聞き取り ○ ○ 37% 41% 1.5

1 3 ｱ 放送・スピーチの批評 ○ ○ 76% 79% 2.5

1 3 ｳ 放送・スピーチの批評 ○ ○ 68% 71% 3.5

2 2 ｲ 文章を評価・批評する ○ ○ 77% 79% 4.5

2 2 ｵ 文章を評価・批評する ○ ○ 63% 67% 5.5

2 3 ｴ 構成等を工夫して書く ○ ○ 72% 71% 6.5

2 3 ｵ 構成等を工夫して書く ○ ○ 63% 62% 7.5

3 1  語の意味・やりこめる ○ ○ 57% 56% 8.5

3 2  文章の内容理解 ○ ○ 71% 73% 9.5

3 3  主述の関係の理解 ○ ○ 29% 33% 10.5

3 5  適語補充・じつは ○ ○ 64% 63% 11.5

3 9 B 単語の類別・形容詞 ○ ○ 48% 46% 12.5

3 9 C 単語の類別・名詞 ○ ○ 81% 73% 13.5

3 9 D 単語の類別・助詞 ○ ○ 58% 57% 14.5

4  ｱ  話すときの注意点 ○ ○ 88% 90% 15.5

4  ｲ  聞くときの注意点 ○ ○ 84% 82% 16.5

4  ｵ  話すときの注意点 ○ ○ 77% 80% 17.5

5 1  推敲・漢字の誤り ○ ○ 55% 65% 18.5

5 2  推敲・仮名遣い ○ ○ 56% 60% 19.5

5 3  推敲・送り仮名 ○ ○ 65% 70% 20.5

6 1  古文・音読の理解 ○ ○ 41% 44% 21.5

6 2  古文の意味・心得たり ○ ○ 54% 57% 22.5

6 3  古文・主語の読み取り ○ ○ 55% 58% 23.5

6 4  古文・内容理解 ○ ○ 36% 41% 24.5

7 1  叙述に即した読み取り ○ ○ 61% 62% 25.5

7 4  適語補充・そっけなく ○ ○ 61% 68% 26.5

8 1 1 話し合い・司会者 ○ ○ 70% 80% 27.5

8 1 2 話し合い・展開の理解 ○ ○ 49% 59% 28.5

8 1 3 話し合い・言葉遣い ○ ○ 66% 76% 29.5

9 1  漢字の読み・普段 ○ ○ 87% 94% 30.5

9 2  漢字の読み・鋭い ○ ○ 81% 89% 31.5

9 3  漢字の読み・隠れた ○ ○ 84% 90% 32.5

9 4  漢字の読み・恐れる ○ ○ 86% 93% 33.5

10 1  文節の理解 ○ ○ 38% 42% 34.5

10 2  文節の理解 ○ ○ 57% 69% 35.5

12 1  漢字の書き・限界 ○ ○ 44% 48% 36.5

12 2  漢字の書き・模型 ○ ○ 47% 47% 37.5

12 3  漢字の書き・認める ○ ○ 62% 75% 38.5

12 4  漢字の書き・破れた ○ ○ 52% 63% 39.5

全　体 10 7 5 18 29 11 0 62% 66%

プロフィール

設
問
番
号

出
題
の
趣
旨

学習指導要
領の領域等

問題形式 正答率

那覇市 ６２％ 全国 ６６％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国 那覇市
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平成３０年度那覇市到達度調査結果　那覇市立中学校全体

第２学年 国語 要素２

問題別調査結果　那覇市-全国　比較　　【要素２　思考力・判断力・表現力が問われる活用的な内容】

話
す
こ
と
・聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

言
語
事
項

選
択
式

短
答
式

記
述
式

那
覇
市

全
国

1 4 ｲ 放送・適切な質問意見 ○ ○ 69% 66% 0.5

1 4 ｵ 放送・適切な質問意見 ○ ○ 67% 64% 1.5

2 1  文脈に合う語句 ○ ○ 71% 71% 2.5

3 4  叙述に即した読み取り ○ ○ 68% 65% 3.5

3 6  叙述に即した読み取り ○ ○ 46% 45% 4.5

3 7  要点をまとめる ○ ○ 56% 59% 5.5

3 8  文章の展開の読み取り ○ ○ 49% 52% 6.5

7 2  表現の読み取り ○ ○ 36% 41% 7.5

7 3  心情の読み取り ○ ○ 62% 70% 8.5

7 5  適語補充・チョコ ○ ○ 56% 65% 9.5

7 6  表現の特徴の読み取り ○ ○ 41% 44% 10.5

8 2 ｲ 話し合いの注意点 ○ ○ 53% 56% 11.5

8 2 ｵ 話し合いの注意点 ○ ○ 59% 67% 12.5

11 1 ｱ 資料を読み取り書く ○ ○ 33% 32% 13.5

11 1 ｴ 資料を読み取り書く ○ ○ 56% 61% 14.5

11 2 ｲ 材料を吟味して書く ○ ○ 54% 61% 15.5

11 2 ｵ 材料を吟味して書く ○ ○ 57% 69% 16.5

11 3 1 資料の収集・選択 ○ ○ 49% 60% 17.5

11 3 2 資料の収集・選択 ○ ○ 47% 55% 18.5

全　体 4 7 8 0 15 3 1 54% 58%

・・・課題となる問題として、考察コメントがあります。

設
問
番
号

出
題
の
趣
旨

学習指導要
領の領域等

問題形式 正答率 プロフィール

那覇市 ５４％ 全国 ５８％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国 那覇市
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平成３０年度那覇市到達度調査結果　那覇市立中学校全体

第２学年 国語 要素１

問題別調査結果　正答率－無答率　　【要素１】

話
す
こ
と
・聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

言
語
事
項

選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率

無
答
率

1 1  放送・主題の聞き取り ○ ○ 66% 1% 0.5

1 2  放送・内容の聞き取り ○ ○ 37% 1% 1.5

1 3 ｱ 放送・スピーチの批評 ○ ○ 76% 2% 2.5

1 3 ｳ 放送・スピーチの批評 ○ ○ 68% 4% 3.5

2 2 ｲ 文章を評価・批評する ○ ○ 77% 2% 4.5

2 2 ｵ 文章を評価・批評する ○ ○ 63% 4% 5.5

2 3 ｴ 構成等を工夫して書く ○ ○ 72% 1% 6.5

2 3 ｵ 構成等を工夫して書く ○ ○ 63% 3% 7.5

3 1  語の意味・やりこめる ○ ○ 57% 1% 8.5

3 2  文章の内容理解 ○ ○ 71% 1% 9.5

3 3  主述の関係の理解 ○ ○ 29% 1% 10.5

3 5  適語補充・じつは ○ ○ 64% 1% 11.5

3 9 B 単語の類別・形容詞 ○ ○ 48% 2% 12.5

3 9 C 単語の類別・名詞 ○ ○ 81% 2% 13.5

3 9 D 単語の類別・助詞 ○ ○ 58% 2% 14.5

4  ｱ  話すときの注意点 ○ ○ 88% 2% 15.5

4  ｲ  聞くときの注意点 ○ ○ 84% 3% 16.5

4  ｵ  話すときの注意点 ○ ○ 77% 3% 17.5

5 1  推敲・漢字の誤り ○ ○ 55% 12% 18.5

5 2  推敲・仮名遣い ○ ○ 56% 15% 19.5

5 3  推敲・送り仮名 ○ ○ 65% 15% 20.5

6 1  古文・音読の理解 ○ ○ 41% 3% 21.5

6 2  古文の意味・心得たり ○ ○ 54% 3% 22.5

6 3  古文・主語の読み取り ○ ○ 55% 4% 23.5

6 4  古文・内容理解 ○ ○ 36% 5% 24.5

7 1  叙述に即した読み取り ○ ○ 61% 6% 25.5

7 4  適語補充・そっけなく ○ ○ 61% 10% 26.5

8 1 1 話し合い・司会者 ○ ○ 70% 12% 27.5

8 1 2 話し合い・展開の理解 ○ ○ 49% 13% 28.5

8 1 3 話し合い・言葉遣い ○ ○ 66% 13% 29.5

9 1  漢字の読み・普段 ○ ○ 87% 12% 30.5

9 2  漢字の読み・鋭い ○ ○ 81% 14% 31.5

9 3  漢字の読み・隠れた ○ ○ 84% 13% 32.5

9 4  漢字の読み・恐れる ○ ○ 86% 13% 33.5

10 1  文節の理解 ○ ○ 38% 12% 34.5

10 2  文節の理解 ○ ○ 57% 15% 35.5

12 1  漢字の書き・限界 ○ ○ 44% 35% 36.5

12 2  漢字の書き・模型 ○ ○ 47% 34% 37.5

12 3  漢字の書き・認める ○ ○ 62% 30% 38.5

12 4  漢字の書き・破れた ○ ○ 52% 36% 39.5

全　体 10 7 5 18 29 11 0 62% 9%

プロフィール

設
問
番
号

出
題
の
趣
旨

学習指導要
領の領域等

問題形式 正答率

那覇市平均正答率 ６２％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無答率 正答率
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平成３０年度那覇市到達度調査結果　那覇市立中学校全体

第２学年 国語 要素２

問題別調査結果　正答率-無答率　比較　　【要素２】

話
す
こ
と
・聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

言
語
事
項

選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率

無
答
率

1 4 ｲ 放送・適切な質問意見 ○ ○ 69% 1% 0.5

1 4 ｵ 放送・適切な質問意見 ○ ○ 67% 3% 1.5

2 1  文脈に合う語句 ○ ○ 71% 7% 2.5

3 4  叙述に即した読み取り ○ ○ 68% 1% 3.5

3 6  叙述に即した読み取り ○ ○ 46% 3% 4.5

3 7  要点をまとめる ○ ○ 56% 9% 5.5

3 8  文章の展開の読み取り ○ ○ 49% 2% 6.5

7 2  表現の読み取り ○ ○ 36% 22% 7.5

7 3  心情の読み取り ○ ○ 62% 9% 8.5

7 5  適語補充・チョコ ○ ○ 56% 26% 9.5

7 6  表現の特徴の読み取り ○ ○ 41% 13% 10.5

8 2 ｲ 話し合いの注意点 ○ ○ 53% 18% 11.5

8 2 ｵ 話し合いの注意点 ○ ○ 59% 21% 12.5

11 1 ｱ 資料を読み取り書く ○ ○ 33% 19% 13.5

11 1 ｴ 資料を読み取り書く ○ ○ 56% 22% 14.5

11 2 ｲ 材料を吟味して書く ○ ○ 54% 23% 15.5

11 2 ｵ 材料を吟味して書く ○ ○ 57% 25% 16.5

11 3 1 資料の収集・選択 ○ ○ 49% 25% 17.5

11 3 2 資料の収集・選択 ○ ○ 47% 25% 18.5

全　体 4 7 8 0 15 3 1 54% 14%

設
問
番
号

出
題
の
趣
旨

学習指導要
領の領域等

問題形式 正答率 プロフィール

那覇市平均正答率 ５４％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無答率 正答率
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平成３０年度那覇市到達度調査結果　那覇市立中学校全体

度数分布　【要素１】 第２学年 国語

児童数 平均正答数 平均正答率（％） 中央値 標準偏差

人数 割合
０問 2 0.1%
１問 0 0.0%
２問 0 0.0%
３問 1 0.0%
４問 3 0.1%
５問 3 0.1%
６問 10 0.4%
７問 6 0.2%
８問 18 0.6%
９問 24 0.8%

１０問 21 0.7%
１１問 28 1.0%
１２問 38 1.3%
１３問 37 1.3%
１４問 55 1.9%
１５問 53 1.9%
１６問 80 2.8%
１７問 92 3.3%
１８問 77 2.7%
１９問 108 3.8%
２０問 105 3.7%
２１問 121 4.3%
２２問 132 4.7%
２３問 108 3.8%
２４問 157 5.6%
２５問 147 5.2%
２６問 176 6.2%
２７問 124 4.4%
２８問 141 5.0%
２９問 154 5.5%
３０問 135 4.8%
３１問 135 4.8%
３２問 118 4.2%
３３問 97 3.4%
３４問 94 3.3%
３５問 88 3.1%
３６問 49 1.7%
３７問 43 1.5%
３８問 31 1.1%
３９問 12 0.4%
４０問 1 0.0%

度数分布　【要素２】

児童数 平均正答数 平均正答率（％） 中央値 標準偏差

人数 割合
0問 9 0.3%
1問 17 0.6%
2問 40 1.4%
3問 70 2.5%
4問 119 4.2%
5問 157 5.6%
6問 197 7.0%
7問 182 6.4%
8問 242 8.6%
9問 258 9.1%
10問 204 7.2%
11問 187 6.6%
12問 204 7.2%
13問 188 6.7%
14問 196 6.9%
15問 187 6.6%
16問 145 5.1%
17問 125 4.4%
18問 68 2.4%
19問 29 1.0%

中学校２年国語において、要素１（基礎的な内容）で平均正答率が62％、要素２（活用的な内容）で平均正答率が
54％であった。要素１では、40問中の中央値が25問、要素２では、19問中の中央値は10問であった。要素１の標準
偏差が7.1、要素２の標準偏差が4.2といずれも得点の散らばりが大きい分布となっており、習得の程度に差がある
傾向がみられる。それぞれの生徒の課題を発見し、特に低得点の生徒には基礎的な内容を確実に習得させたい。

正答数集計値
（左：児童数　右：割合（％））

那覇市 2824 10.3 / 19 54% 10問 4.2
正答数

那覇市

正答数集計値
（左：児童数　右：割合（％））

那覇市 2824 24.8 / 40 62% 25問 7.1
正答数

那覇市

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

那覇市平均正答数（24.8）

平成３０年度 ２年

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

那覇市平均正答数（10.3）

平成３０年度 ２年
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傾向の分析と課題となる問題 

－中学２年 国語－ 

 

●全体的な傾向● 

【要素１ 知識・理解／技能】 

成果 

・ 単語の類別に関する事項について，全国より通過率が高く，望ましい状態にあると考えられる。（大問３－

９） 

課題 

・ 文章の推敲（大問５），話し合いにおける発言の果たす役割の理解（大問８）について課題がみられる。 

 

【要素２ 思考・判断・表現】 

成果 

・ スピーチを聞いて，適切な質問をすることについて，全国より通過率が高く，のぞましい状態にあると考え

られる（大問１－４）。 

課題 

・ 文学的な文章の構成や表現の特徴を捉え，要点をまとめたり，登場人物の心情を把握したりすることに課題

があるとみられる（大問７）。 

・ 報告文を書くにあたり，基になる資料を適切に読み取ることに課題がみられる（大問11）。 

 

【指導にあたって】 

・ ある程度の量の文章を読み解き，内容を理解するには，説明文，文学作品どちらにおいても，文章構成を

把握したり，表現の特徴を理解したりする必要がある。説明文においては，筆者の意見なのか，一般的事実

なのかを区分けすること，文学作品では，登場人物それぞれの性格や行動・発言をきちんと区別して，それ

ぞれが置かれている状況や心情を把握することなどに注目させて指導したい。 

・ 報告書など，資料を基にして文章を書く際には，その資料を適切に読み解くことが要となるので，自分の

知りたい情報，伝えたい内容に必要な資料かどうかの検討も含めて，丁寧に資料を分析することを心掛けさ

せたい。 

●課題となる問題● 

＊ 「知識・理解／技能」・「思考・判断・表現」の要素別に，次ページ以降，分析を掲載しています。表に掲

載しているカテゴリーの説明は以下の通りです。 

 

問題番号 問題内容 通過率 無答率 全国 形式 

５ １  推敲・漢字の誤り 55 12 65 短答式 

通過率：那覇市生徒の通過率（％） 

無答率：那覇市生徒の無解答率（％） 

全 国：全国生徒の通過率（％） 

形 式：解答形式  

『平成24年度 授業アイディア例（中学国語）』 
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中学２年（中学１年学習内容）国語 【知識・理解／技能】 

問題：  

５ 【 第１学年 書くこと Ｂ（１）エ 】 

８ 【 第１学年 話すこと・聞くこと Ａ（１）ウエオ（２）イ 】 

 

問題内容： 

５ 書いた文章を読み返し，適切な表現に書き直すことができるかどうかをみる。 

８ 話し合いの話題や方向性を捉えて，相手や場に応じた言葉遣いに注意して，的確に話すことができるかどう

かをみる。 

問題番号 問題内容 通過率 無答率 全国 形式 

５ １  推敲・漢字の誤り 55 12 65 短答式 

 ２  推敲・仮名遣い 56 15 60 短答式 

 ３  推敲・送り仮名 65 15 70 短答式 

８ １ １ 話し合い・司会者 70 12 80 選択式 

  ２ 話し合い・展開の理解 49 13 59 選択式 

  ３ 話し合い・言葉遣い 66 13 76 選択式 

 

誤答分析                                      

・ 推敲の場面で「仮名遣い」「送り仮名」といった表記上の誤りを正しく修正できていない。「仮名遣い」を修

正する問いで，正しい漢字である「雰囲気」を「ふんいき」と修正するなど，「仮名遣い」の意味がわかってい

ないと考えられる誤りもみられる。 

・ 話し合いにおける発言が，それぞれどのような役割を担っているのか，話し合いにおいて，何のために，何 

について話し合っているのかを意識できていないための誤りがみられる。 

 

指導にあたって                                   

・ 国語の授業で感想文や作文などの長い文章を書かせるときには，きちんと見直すという習慣をつける必要が

ある。このとき，同音異義語や同訓異義語など，同じ音をもつものの語句の扱い方や，小学校の学習範囲の漢

字についても，勘違いして覚えていて間違いと気づかない場合などもあるので注意が必要である。 

 

・ 話し合いにおいては，「互いの立場や意図をはっきりさせて建設的に話し合うこと」や，「だれと何について

話し合い，何のために，何について話しているのか」を捉えて話すことが大切である。それぞれが思いついた

ままに話して，話し合っている目的を見失わないようにする役目として，司会（意見を整理して進める人）が

いて，出た意見をまとめることで，新たな問題点や提案をする人がいることで，話し合っている意味（一人で

考えるのではなくて，自分以外の人と話して考えることの利点）がもたらされる点などを認識させたい。 

 

指導例                                       

・ 生徒同士で読み合い，感想を言い合ったり改善点を話し合ったりすることは，伝わらなかったことや気づい

た点をきちんと相手に伝えられるようになることにもつながり，伝え方の練習をするという意味でも有効な

方法である。実際に文章を書く際には，読み手が書いた本人の意図を読み取れないことがあることを自覚させ，

読む人の立場に立って考える必要性を理解させることで，推敲を行う大切さをわかるようにしたい。 

・ 話し合い活動の中で，話がまとまったと感じたときの発言，整理されたと感じたときの言葉などをメモして

おくようにするとよい。 
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『平成21年度 授業アイディア例（中学国語）』 

 

『平成25年度 授業アイディア例（中学国語）』 

 

問題５の指導例 

書いた文章を読み返し，適切な

表現に書き直すことができるか

どうかをみる。 

問題８の指導例 

話し合いの話題や方向 

性を捉えて，相手や場 

に応じた言葉遣いに注 

意して，的確に話すこ 

とができるかどうかを 

みる。 
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問題８の指導例 

話し合いの話題や方向性を捉えて，相手や場に応じた言葉遣いに注意して，的確に話すことができるかどうか 

をみる。 

 

 

 

 

 

 

『平成28年度 授業アイディア例（中学国語）』 
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中学２年（中学１年学習内容）国語 【思考・判断・表現】 

問題：  

７ 【 第１学年 読むこと Ｃ（１）アウエ 】 

11 【 第１学年 書くこと Ｂ（１）アイウ（２）イ 】 

 

問題内容： 

７ 文学的な文章を読み，文脈の中の語句の意味や表現の特色を捉えたり，展開の中で登場人物の心情を捉えた

りすることができるかどうかをみる。 

 

11 集めた材料を整理し，資料を効果的に用いるなどの構成を工夫し，根拠を明確にして自分の考えが伝わるよ

うに書くことができるかどうかをみる。  

 

 

誤答分析                                        

・ 文学的な文章中に使われている語句の意味や表現について，辞書的な意味や文脈上の意味を理解していない

誤りや，登場人物の心情の変化を理解していないための誤りがみられる。 

 

・ 体力測定の結果のグラフを含むレポートを書く場面である。棒グラフが長いほどよい結果となる種目（ボー

ル投げ等）と，逆に棒グラムが短いほどよい結果となる種目（５０ｍ走のタイム等）があるが，逆に解釈して

しまうなど，情報を読み取れず，適切に事実を捉えることができていない誤りがみられる。 

 

指導にあたって                                   

・ 文学的な文章の読解においては，場面の展開の仕方や登場人物の心情の描写に注意して内容を理解すること

に加えて，自分のものの見方を広くすることなどが求められる。描写されている登場人物の価値観や心情は，

自分が普段感じていることと異なる心の動きをしている場合もあれば，普段の自分と同じ心情である場合も

ある。生徒一人ひとりが一つの言葉を読んで感じることはそれぞれ異なり，それらについて他の人の意見を聞

くことを通して，自分のものの見方を広げられるようにしたい。 

 

・ 第２学年では，日常生活からより広範囲の社会生活の中から多様な方法で材料を集める力が求められる。必

要な情報の材料を集めるためには，何が重要なことなのかを考えることが大切である。 

 

問題番号 問題内容 通過率 無答率 全国 形式 

７ ２  表現の読み取り 36 22 41 短答式 

 ３  心情の読み取り 62 9 70 選択式 

 ５  適語補充・チョコ 56 26 65 短答式 

 ６  表現の特徴の読み取り 41 13 44 選択式 

11 １ ア 資料を読み取り書く 33 19 32 選択式 

  エ 資料を読み取り書く 56 22 61 選択式 

 ２ イ 材料を吟味して書く 54 23 61 選択式 

  オ 材料を吟味して書く 57 25 69 選択式 

 ３ １ 資料の収集・選択 49 25 60 選択式 

  ２ 資料の収集・選択 47 25 55 選択式 
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指導例                                       

・ 読み取れる登場人物の心情を生徒それぞれの言葉で言い換えてみたり，それを話し合ったりすることで共有

するとよい。ある生徒は，登場人物の強い怒りを読み取り，ある生徒はその裏に孤独や悲しみがあると考える，

といったように，一つの表現でも自分が考える以外にも様々な感じ方があるというのを知ることが大切であ

る。その上で，筆者自身はどのような感情を表現しようとしていたかを考え，文章の中からそのヒントとなる

部分を示すとよい。 

 

・ 学級や学年で実際にアンケートをとって，その報告書を生徒一人ひとりに書かせたり，新聞などに掲載さ

れているインタビュー調査の結果などをもとに新聞の記事部分は読ませずに書かせたりして，書き終えた後

にそれと比較してみるとよい。グラフなどの資料を正しく解釈し，適切に使う力は，数学の教科内だけでな

く日常生活の上で大切となる。グラフを用いる効果やどのような資料の提示の仕方が適切かを考えられるよ

うにしたい。また，同じ資料でも，表記の仕方を変えたり，異なるタイトルをつけたりするだけで，与える

印象が異なることに気づかせたい。さらに，自分は何を伝えたくてその点に着目したのかを明確にすること

の大切さを実感させたい。 

 

問題：７に関連した指導例 

 

次ページに続く… 

『平成26年度 授業アイディア例（中学国語）』 
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問題：11に関連した指導例 

『平成27年度 授業アイディア例（中学国語）』 

 

次ページに続く… 
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参考資料   『授業アイディア例』 国立教育政策研究所教育課程研究センター 
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　【 第１学年　数学 】 平成３０年度那覇市到達度調査結果　

領域別結果　（全国との比較）

第２学年　国語
那覇市
30年

全国
30年

数と式 64.6 65.8 話す・聞く　

図形 64.7 65.2 書くこと

関数 62.5 66.3 読むこと

資料の活用 51.9 55.4 言語事項
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　【 第１学年　数学 】

平成３０年度那覇市到達度調査結果　那覇市立中学校全体

第１学年 数学 要素１

問題別調査結果　那覇市-全国　比較　　【要素１　知識・理解、技能といった基礎的な内容】

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

選
択
式

短
答
式

記
述
式

那
覇
市

全
国

1 1  ６の約数 ○ ○ 58% 57% 0.5

1 2  １２と１８の公約数 ○ ○ 48% 47% 1.5

2 1  最小公倍数の適用 ○ ○ 65% 62% 2.5

3 1  小数のかけ算の仕方 ○ ○ 90% 93% 3.5

3 2  小数のかけ算の仕方 ○ ○ 65% 65% 4.5

5 1  整数×小数 ○ ○ 88% 87% 5.5

5 2  小数÷小数 ○ ○ 86% 82% 6.5

6 1  三角形の面積 ○ ○ 69% 69% 7.5

6 2  平行四辺形の面積 ○ ○ 80% 78% 8.5

7    正多角形の説明 ○ ○ 44% 50% 9.5

8 1  円周を求める式 ○ ○ 79% 74% 10.5

8 2  円の面積を求める式 ○ ○ 79% 75% 11.5

9 1  三角柱の頂点の数 ○ ○ 86% 84% 12.5

9 2  四角柱の辺の数 ○ ○ 86% 78% 13.5

9 3  五角柱の面の数 ○ ○ 77% 71% 14.5

10 1  円柱の体積 ○ ○ 56% 63% 15.5

10 2  四角柱の体積 ○ ○ 55% 59% 16.5

11    拡大図の選択 ○ ○ 53% 55% 17.5

13 1  平均を求める ○ ○ 76% 73% 18.5

14 1 1 単位量当たり・重さ ○ ○ 73% 76% 19.5

14 1 2 単位量当たり・面積 ○ ○ 70% 74% 20.5

15 1  度数分布表・人数 ○ ○ 75% 82% 21.5

15 2  度数分布表・１３番目 ○ ○ 73% 78% 22.5

16 1  百分率・ジュースの量 ○ ○ 41% 39% 23.5

18 1  分数＋分数 ○ ○ 61% 64% 24.5

18 2  整数×分数 ○ ○ 77% 82% 25.5

18 3  分数÷分数 ○ ○ 81% 87% 26.5

19 1  文字を用いた式・文字 ○ ○ 74% 75% 27.5

19 2  文字を用いた式・値 ○ ○ 80% 81% 28.5

21 2  反比例の式 ○ ○ 39% 47% 29.5

22 1  比例・表に入る数 ○ ○ 77% 80% 30.5

22 2  比例のグラフ ○ ○ 72% 80% 31.5

23 1  メートル法・体積 ○ ○ 51% 59% 32.5

23 2  メートル法・体積 ○ ○ 33% 38% 33.5

24 1  起こり得る場合 ○ ○ 39% 45% 34.5

24 2  起こり得る場合 ○ ○ 39% 50% 35.5

24 3  起こり得る場合 ○ ○ 35% 45% 36.5

全　体 10 13 5 9 23 13 1 66% 68%

設
問
番
号

出
題
の
趣
旨

学習指導要
領の領域等

問題形式 正答率 プロフィール

那覇市 ６６％ 全国 ６８％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国 那覇市
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平成３０年度那覇市到達度調査結果　那覇市立中学校全体

第１学年 数学 要素２

問題別調査結果　那覇市-全国　比較　　【要素２　思考力・判断力・表現力が問われる活用的な内容】

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

選
択
式

短
答
式

記
述
式

那
覇
市

全
国

2 2  公倍数の適用 ○ ○ 46% 43% 0.5

4    小数・わり算の筆算 ○ ○ 42% 50% 1.5

12 1  線対称である図形 ○ ○ 72% 73% 2.5

12 2  点対称である図形 ○ ○ 57% 56% 3.5

13 2  平均の応用 ○ ○ 63% 60% 4.5

14 2  単位量当たりの考え方 ○ ○ 54% 52% 5.5

16 2  百分率・割引券 ○ ○ 41% 36% 6.5

17    分数の除法の適用 ○ ○ 39% 42% 7.5

20    比例の利用 ○ ○ 81% 83% 8.5

21 1  反比例の事象 ○ ○ 45% 52% 9.5

22 3  比例の利用・速さ比較 ○ ○ 34% 34% 10.5

25 1  資料よみとり・増減 ○ ○ 59% 70% 11.5

25 2  資料よみとり・割合 ○ ○ 24% 32% 12.5

25 3  資料よみとり・対応 ○ ○ 20% 23% 13.5

全　体 3 2 3 6 9 4 1 49% 50%

・・・課題となる問題として、考察コメントがあります。

プロフィール

設
問
番
号

出
題
の
趣
旨

学習指導要
領の領域等

問題形式 正答率

那覇市 ４９％ 全国 ５０％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国 那覇市
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平成３０年度那覇市到達度調査結果　那覇市立中学校全体

第１学年 数学 要素１

問題別調査結果　正答率－無答率　　【要素１】

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率

無
答
率

1 1  ６の約数 ○ ○ 58% 1% 0.5

1 2  １２と１８の公約数 ○ ○ 48% 2% 1.5

2 1  最小公倍数の適用 ○ ○ 65% 1% 2.5

3 1  小数のかけ算の仕方 ○ ○ 90% 0% 3.5

3 2  小数のかけ算の仕方 ○ ○ 65% 1% 4.5

5 1  整数×小数 ○ ○ 88% 1% 5.5

5 2  小数÷小数 ○ ○ 86% 1% 6.5

6 1  三角形の面積 ○ ○ 69% 2% 7.5

6 2  平行四辺形の面積 ○ ○ 80% 2% 8.5

7    正多角形の説明 ○ ○ 44% 13% 9.5

8 1  円周を求める式 ○ ○ 79% 1% 10.5

8 2  円の面積を求める式 ○ ○ 79% 1% 11.5

9 1  三角柱の頂点の数 ○ ○ 86% 1% 12.5

9 2  四角柱の辺の数 ○ ○ 86% 1% 13.5

9 3  五角柱の面の数 ○ ○ 77% 1% 14.5

10 1  円柱の体積 ○ ○ 56% 4% 15.5

10 2  四角柱の体積 ○ ○ 55% 9% 16.5

11    拡大図の選択 ○ ○ 53% 7% 17.5

13 1  平均を求める ○ ○ 76% 2% 18.5

14 1 1 単位量当たり・重さ ○ ○ 73% 7% 19.5

14 1 2 単位量当たり・面積 ○ ○ 70% 8% 20.5

15 1  度数分布表・人数 ○ ○ 75% 2% 21.5

15 2  度数分布表・１３番目 ○ ○ 73% 3% 22.5

16 1  百分率・ジュースの量 ○ ○ 41% 7% 23.5

18 1  分数＋分数 ○ ○ 61% 10% 24.5

18 2  整数×分数 ○ ○ 77% 11% 25.5

18 3  分数÷分数 ○ ○ 81% 12% 26.5

19 1  文字を用いた式・文字 ○ ○ 74% 12% 27.5

19 2  文字を用いた式・値 ○ ○ 80% 11% 28.5

21 2  反比例の式 ○ ○ 39% 13% 29.5

22 1  比例・表に入る数 ○ ○ 77% 14% 30.5

22 2  比例のグラフ ○ ○ 72% 16% 31.5

23 1  メートル法・体積 ○ ○ 51% 17% 32.5

23 2  メートル法・体積 ○ ○ 33% 18% 33.5

24 1  起こり得る場合 ○ ○ 39% 19% 34.5

24 2  起こり得る場合 ○ ○ 39% 21% 35.5

24 3  起こり得る場合 ○ ○ 35% 23% 36.5

全　体 10 13 5 9 23 13 1 66% 7%

設
問
番
号

出
題
の
趣
旨

学習指導要
領の領域等

問題形式 正答率 プロフィール

那覇市平均正答率 ６６％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無答率 正答率
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平成３０年度那覇市到達度調査結果　那覇市立中学校全体

第１学年 数学 要素２

問題別調査結果　正答率-無答率　比較　　【要素２】

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率

無
答
率

2 2  公倍数の適用 ○ ○ 46% 4% 0.5

4    小数・わり算の筆算 ○ ○ 42% 1% 1.5

12 1  線対称である図形 ○ ○ 72% 1% 2.5

12 2  点対称である図形 ○ ○ 57% 3% 3.5

13 2  平均の応用 ○ ○ 63% 4% 4.5

14 2  単位量当たりの考え方 ○ ○ 54% 12% 5.5

16 2  百分率・割引券 ○ ○ 41% 12% 6.5

17    分数の除法の適用 ○ ○ 39% 9% 7.5

20    比例の利用 ○ ○ 81% 9% 8.5

21 1  反比例の事象 ○ ○ 45% 13% 9.5

22 3  比例の利用・速さ比較 ○ ○ 34% 21% 10.5

25 1  資料よみとり・増減 ○ ○ 59% 25% 11.5

25 2  資料よみとり・割合 ○ ○ 24% 41% 12.5

25 3  資料よみとり・対応 ○ ○ 20% 39% 13.5

全　体 3 2 3 6 9 4 1 49% 14%

プロフィール

設
問
番
号

出
題
の
趣
旨

学習指導要
領の領域等

問題形式 正答率

那覇市平均正答率 ４９％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無答率 正答率
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平成３０年度那覇市到達度調査結果　那覇市立中学校全体

度数分布　【要素１】 第１学年 数学

児童数 平均正答数 平均正答率（％） 中央値 標準偏差

人数 割合
0問 2 0.1%
1問 4 0.1%
2問 4 0.1%
3問 13 0.5%
4問 13 0.5%
5問 23 0.8%
6問 20 0.7%
7問 25 0.9%
8問 25 0.9%
9問 38 1.4%
10問 39 1.4%
11問 41 1.5%
12問 50 1.8%
13問 49 1.8%
14問 42 1.5%
15問 47 1.7%
16問 48 1.7%
17問 62 2.2%
18問 78 2.8%
19問 84 3.0%
20問 96 3.5%
21問 87 3.2%
22問 103 3.7%
23問 123 4.5%
24問 110 4.0%
25問 109 4.0%
26問 134 4.9%
27問 133 4.8%
28問 133 4.8%
29問 147 5.3%
30問 152 5.5%
31問 171 6.2%
32問 146 5.3%
33問 145 5.3%
34問 118 4.3%
35問 65 2.4%
36問 57 2.1%
37問 22 0.8%

度数分布　【要素２】

児童数 平均正答数 平均正答率（％） 中央値 標準偏差

人数 割合
0問 62 2.2%
1問 104 3.8%
2問 145 5.3%
3問 212 7.7%
4問 264 9.6%
5問 270 9.8%
6問 298 10.8%
7問 237 8.6%
8問 275 10.0%
9問 231 8.4%
10問 195 7.1%
11問 179 6.5%
12問 142 5.1%
13問 86 3.1%
14問 58 2.1%

中学校１年数学において、要素１（基礎的な内容）で平均正答率が66％、要素２（活用的な内容）で平均正答率が
49％であった。要素１では37問中、中央値が26問であり、全体的に得点分布が広く、学力の差が大きい。要素２で
は、14問中、中央値が7問であり、半分しか正答できない生徒が半数おり、生徒にとって難しい課題であったと考え
られる。活用する力を伸ばしたい。

正答数集計値
（左：児童数　右：割合（％））

那覇市 2758 6.8 / 14 49% ７問 3.4
正答数

那覇市

正答数集計値
（左：児童数　右：割合（％））

那覇市 2758 24.3 / 37 66% 26問 8.0
正答数

那覇市

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

那覇市平均正答数（24.3）

平成３０年度 １年

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

那覇市平均正答数（6.8）

平成３０年度 １年
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傾向の分析と課題となる問題 

－中学１年 数学－ 

 

●全体的な傾向● 

【要素１ 知識・理解／技能】 

・小数の乗法（大問５）や図形の知識（大問９）など，基礎的な技能・知識はよく身についてい

る。 

・分数の乗法や除法（大問 18）や，起こり得る場合（大問 24）の問いにおいて，全国的な傾向

よりも下回っている小問もあり，課題がみられる。 

 

【要素２ 思考・判断・表現】 

・全体的には通過率の平均が 49％と応用的な内容について，習得できていない。 

・小数の除法の筆算の余りの処理（大問４）や，資料の読み取り（大問 25）において，通過率

が 50％以下で，全国的な傾向よりも下回っている小問もあり，課題がみられる。 

 

【指導にあたって】 

・分数の乗法や除法の計算の意味をしっかりと理解することが大切である。 

・順序や組み合わせの事象の意味を捉えて，「起こり得る場合」を考えさせたい。 

・除法における余りの扱いを確認したい。 

・実際の数と割合の違いを確認した上で複数の資料を見ることができるようにさせたい。 

 

●課題となる問題● 

＊「知識・理解／技能」・「思考・判断・表現」の要素別に，次ページ以降，分析を掲載してい

ます。表に掲載しているカテゴリーの説明は以下の通りです。 

 

 

問題番号 問題内容 通過率 無答率 全国 形式 

18 ２  整数×分数 77 11 82 短答式 

通過率：那覇市生徒の正答率（％） 

無答率：那覇市生徒の無解答率（％） 

全 国：全国生徒の正答率（％） 

形 式：解答形式 
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中学１年（小学校学習内容）数学 【知識・理解・技能】 

 

問題：  

18 【 小学校第６学年 数と計算 Ａ(１)イ 】 

24 【 小学校第６学年 数量関係 Ｄ(５) 】 

 

問題内容： 

18 分数の乗法及び除法の計算ができるかどうかをみる。 

24 「起こり得る場合」を順序よく整理して調べることができるかどうかをみる。 

 

問題番号 問題内容 通過率 無答率 全国 形式 

18 ２  整数×分数 77 11 82 短答式 

 ３  分数÷分数 81 12 87 短答式 

24 １  起こり得る場合 39 19 45 選択式 

 ２  起こり得る場合 39 21 50 選択式 

 ３  起こり得る場合 35 23 45 選択式 

 

誤答分析                                

・分数の乗法や除法，通分を混同しているための誤りがみられる。 

・順序や組み合わせの事象の意味を捉えられていないための誤りがみられる。 

 

指導にあたって・指導例                             

【整数×分数・分数÷分数などの計算】 

分数の乗法や除法を学習すると，加法や減法の通分と混同してしまうことが多い。 

原因としては、 

① 数の計算について，それぞれの計算の意味をきちん 

と理解できていない。                       

② 「分母を揃える」「除法では分母と分子を入れ替える」 

などと形式的に覚えている。 

などが考えられる。 

指導にあたっては 

①なぜ除法では分母と分子を入れ替えるのかなどの意味をきちんとおさえさせることで，混

同した場合でも自分で導き出せるようになるとよい。 

②練習問題にしっかり取り組ませて，定着させたい。 

※分数の計算はこの先の色々な学習事項に関わってくるので，理解が曖昧な生徒がいない

か，常に確認をしながら授業を展開していきたい。 

 

(例)(2) 8 ×
3

4
 

(3)  
3

4
÷

5

6
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【起こり得る場合】 

「場合の数」では，落ちや重なりが生じないように整理していくことが大切である。 

指導にあたっては 

①図や表にかいていくことが有効な手段であるが，どのような図や表がよいかを判断できる  

ようになることが大切である。そのためには，場面ごとにいろいろな図や表をかくようにし

たり，学級内で考え方を共有する機会を設けたりするとよい。 

② どの場面では順番を考慮する必要があるのかということに気づく力も養いたい。 

 

 けんさん，ひさしさん，のりこさん，さとこさん，りかさん５人がいます。次の問いに

答えなさい。 

(1) 学級長と副級長を男女各 1名ずつ選ぶとき，選び方は何通りありますか。 

(2) 学級長と副級長を各 1名ずつ選ぶとき，選び方は何通りありますか。 

(3) 体育委員会を２名選ぶとき，選び方は何通りありますか。 
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中学１年（小学校学習内容）数学 【思考・判断・表現】 

 

問題： 

４ 【 小学校第５学年 数と計算 Ａ(３)イ 算数的活動(１)ア 】 

25 【 小学校第５学年 数量関係 Ｄ(３) (４) 算数的活動（１）オ 】 

 

問題内容： 

４ 小数の除法の筆算を読み取り，余りについて正しく捉えることができるかどうかをみる。 

25 ２つの資料を読み取り，人数の変化や割合を求め，考察することができるかどうかを 

 みる。 

 

問題番号 問題内容 通過率 無答率 全国 形式 

４   小数・わり算の筆算 42 1 50 選択式 

25 １  資料よみとり・増減 59 25 70 選択式 

 ２  資料よみとり・割合 24 41 32 短答式 

 ３  資料よみとり・対応 20 39 23 短答式 

 

誤答分析                                

・小数の除法の筆算における余りを書く位置や，小数点を打つ位置を考えることができないため

の誤りがみられる。 

・実際の数と割合の違いが理解できていないために適切なデータを考えることができない。 

 

指導にあたって・指導例                            

【小数・わり算の筆算】 

原因としては， 

小数の除法については，余りの小数点の扱いがわかりにくい。ことが考えられる。 

指導にあたっては 

① 小数の仕組みや余りの意味も確認をしながら，丁寧に指導する必要がある。 

② 答えを求めた後に，問題場面に立ち返って確認をする習慣をつけさせたい。 

（例えば）この問題では２．４５Ｌのお茶を０．７Ｌずつ分けているので，３．５Ｌの余りに

なることがおかしいと，自ら気づけるとよい。 

 【類題】 

8.96ｍのひもを 1.6ｍずつ切ってわけます。1.6ｍのひもが何本切り取れて，何ｍ 

あまりますか。この問題の正しい答えを出すことができているのは次の誰ですか。 

下のア～ウの中から１つ選びなさい。 
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ア てつさん 

     ５.６ 

１.６）８.９ ６ 

       ８ ０ 

     ９ ６ 

          ９ ６ 

             ０ 

   ５本できて， 

答え 0.6ｍあまる 

イ めぐみさん 

      ５ 

１.６）８.９ ６ 

        ８ ０ 

     ０ ９ ６ 

            

               

    ５本できて， 

答え 0.96ｍあまる 

ウ おさむさん 

５ 

１.６）８.９ ６ 

       ８ ０ 

     ９ ６ 

           

              

   ５本できて， 

答え 9.6ｍあまる 

 

【資料よみとり・増減，割合，対応】 

原因としては 

指導にあたっては 

① 複数の資料を読み取るときには，目的に応じて必要な資料や，示されているデータを選

ぶことが大切である。その際に，実際の数を表すときと，割合を表すときのグラフでは

意味が異なることに気をつけさせたい。 

② 複数の資料の違いをしっかりと理解していない生徒も多いので，授業で取り扱うときに

は，何を表しているグラフなのかを確認をするとよい。 

※ 問題を解決するためには，目的にあった 

 適切な表やグラフを選択し表したり，読み 

  取ったり，グラフどうしを関連付けて解

釈 

  したりするなど，目的に応じて表やグラ

フ 

  を活用できるようにすることが大切であ 

  る。その際，棒グラフは数量の大きさを

示 

  し，帯グラフや円グラフは数量の割合を

示 

すなどの目的があることを理解できるよ 

うにすることが大切である。さらに，同じ 

    割合を表すグラフであっても，目的に応じ 

    て表現の仕方が異なる場合があることを理 

    解できるようにすることも大切である。 
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　【 第２学年　数学 】 平成３０年度那覇市到達度調査結果　

領域別結果　（全国との比較）

第２学年　数学
那覇市
30年

全国
30年

数と式 58.5 60.8

図形 50.1 58.3

関数 42.9 49.2

資料の活用 43.7 54.7

話・聞

書く

読む

言語
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平成３０年度那覇市到達度調査結果　那覇市立中学校全体

第２学年 数学 要素１

問題別調査結果　那覇市-全国　比較　　【要素１　知識・理解、技能といった基礎的な内容】

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

選
択
式

短
答
式

記
述
式

那
覇
市

全
国

1    －５より３大きい数 ○ ○ 85% 88% 0.5

2    正負の数・数直線 ○ ○ 95% 95% 1.5

3    正負の数・大小関係 ○ ○ 56% 58% 2.5

4    絶対値の意味 ○ ○ 80% 83% 3.5

5 1  正負の数・加法減法 ○ ○ 76% 82% 4.5

5 2  正負の数・加法乗法 ○ ○ 53% 60% 5.5

5 3  正負の数・減法除法 ○ ○ 61% 63% 6.5

8 1  文字式の表し方 ○ ○ 80% 81% 7.5

8 2  文字式の表し方 ○ ○ 34% 33% 8.5

9    係数の意味 ○ ○ 65% 57% 9.5

10 1  １次式と数の乗法 ○ ○ 64% 65% 10.5

10 2  １次式の減法 ○ ○ 66% 65% 11.5

13    方程式の解 ○ ○ 58% 62% 12.5

14 1  等式の性質・説明 ○ ○ 16% 19% 13.5

14 2  等式の性質 ○ ○ 51% 55% 14.5

15 1  方程式を解く ○ ○ 66% 77% 15.5

15 2  方程式を解く ○ ○ 42% 47% 16.5

15 3  比例式を解く ○ ○ 59% 66% 17.5

17 1  比例の式 ○ ○ 62% 69% 18.5

17 2  反比例の式 ○ ○ 42% 50% 19.5

18    反比例のグラフ ○ ○ 37% 48% 20.5

19    グラフから式を求める ○ ○ 39% 48% 21.5

23 1  点と直線との距離 ○ ○ 41% 42% 22.5

23 2  円と接点 ○ ○ 62% 68% 23.5

23 3  中点の意味 ○ ○ 57% 67% 24.5

24    対称移動 ○ ○ 78% 85% 25.5

25    垂直二等分線の作図 ○ ○ 48% 62% 26.5

28 1  平行移動でできる立体 ○ ○ 76% 85% 27.5

28 2  回転してできる立体 ○ ○ 49% 60% 28.5

29 1  円錐と円柱の体積比 ○ ○ 50% 57% 29.5

29 2  球の体積 ○ ○ 20% 27% 30.5

29 3  おうぎ形の面積 ○ ○ 32% 43% 31.5

30    近似値の範囲 ○ ○ 37% 52% 32.5

31 1  適切な代表値・平均値 ○ ○ 57% 68% 33.5

31 2  適切な代表値・最頻値 ○ ○ 53% 64% 34.5

32 1  度数分布表・階級の幅 ○ ○ 51% 61% 35.5

32 2  度数分布表・相対度数 ○ ○ 42% 55% 36.5

32 3  度数分布表・中央値 ○ ○ 39% 50% 37.5

全　体 18 10 4 6 34 4 0 55% 61%

プロフィール

設
問
番
号

出
題
の
趣
旨

学習指導要
領の領域等

問題形式 正答率

那覇市 ５５％ 全国 ６１％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国 那覇市
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平成３０年度那覇市到達度調査結果　那覇市立中学校全体

第２学年 数学 要素２

問題別調査結果　那覇市-全国　比較　　【要素２　思考力・判断力・表現力が問われる活用的な内容】

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

選
択
式

短
答
式

記
述
式

那
覇
市

全
国

6    和が常に負になる条件 ○ ○ 62% 62% 0.5

7 1  正負の数の利用 ○ ○ 76% 75% 1.5

7 2  正負の数の利用 ○ ○ 50% 53% 2.5

11    数量を文字式で表す ○ ○ 42% 45% 3.5

12 1  文字式・文字の意味 ○ ○ 60% 62% 4.5

12 2  文字式の利用 ○ ○ 33% 32% 5.5

16    方程式・立式 ○ ○ 32% 36% 6.5

20 1  ｙがｘに比例 ○ ○ 43% 48% 7.5

20 2  ｙがｘに反比例 ○ ○ 37% 45% 8.5

21 1  比例・水面の位置 ○ ○ 45% 46% 9.5

21 2  比例・式で表す ○ ○ 51% 58% 10.5

22    比例の利用 ○ ○ 33% 35% 11.5

26    直線や平面の位置関係 ○ ○ 32% 39% 12.5

27    投影図 ○ ○ 60% 68% 13.5

32 4  ヒストグラム・解釈 ○ ○ 29% 35% 14.5

全　体 7 2 5 1 11 3 1 46% 49%

・・・課題となる問題として、考察コメントがあります。

設
問
番
号

出
題
の
趣
旨

学習指導要
領の領域等

問題形式 正答率 プロフィール

那覇市 ４６％ 全国 ４９％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国 那覇市
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平成３０年度那覇市到達度調査結果　那覇市立中学校全体

第２学年 数学 要素１

問題別調査結果　正答率－無答率　　【要素１】

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率

無
答
率

1    －５より３大きい数 ○ ○ 85% 0% 0.5

2    正負の数・数直線 ○ ○ 95% 0% 1.5

3    正負の数・大小関係 ○ ○ 56% 0% 2.5

4    絶対値の意味 ○ ○ 80% 1% 3.5

5 1  正負の数・加法減法 ○ ○ 76% 0% 4.5

5 2  正負の数・加法乗法 ○ ○ 53% 1% 5.5

5 3  正負の数・減法除法 ○ ○ 61% 2% 6.5

8 1  文字式の表し方 ○ ○ 80% 7% 7.5

8 2  文字式の表し方 ○ ○ 34% 14% 8.5

9    係数の意味 ○ ○ 65% 2% 9.5

10 1  １次式と数の乗法 ○ ○ 64% 2% 10.5

10 2  １次式の減法 ○ ○ 66% 2% 11.5

13    方程式の解 ○ ○ 58% 3% 12.5

14 1  等式の性質・説明 ○ ○ 16% 23% 13.5

14 2  等式の性質 ○ ○ 51% 6% 14.5

15 1  方程式を解く ○ ○ 66% 3% 15.5

15 2  方程式を解く ○ ○ 42% 5% 16.5

15 3  比例式を解く ○ ○ 59% 4% 17.5

17 1  比例の式 ○ ○ 62% 3% 18.5

17 2  反比例の式 ○ ○ 42% 4% 19.5

18    反比例のグラフ ○ ○ 37% 3% 20.5

19    グラフから式を求める ○ ○ 39% 3% 21.5

23 1  点と直線との距離 ○ ○ 41% 5% 22.5

23 2  円と接点 ○ ○ 62% 5% 23.5

23 3  中点の意味 ○ ○ 57% 6% 24.5

24    対称移動 ○ ○ 78% 5% 25.5

25    垂直二等分線の作図 ○ ○ 48% 8% 26.5

28 1  平行移動でできる立体 ○ ○ 76% 9% 27.5

28 2  回転してできる立体 ○ ○ 49% 9% 28.5

29 1  円錐と円柱の体積比 ○ ○ 50% 11% 29.5

29 2  球の体積 ○ ○ 20% 15% 30.5

29 3  おうぎ形の面積 ○ ○ 32% 17% 31.5

30    近似値の範囲 ○ ○ 37% 16% 32.5

31 1  適切な代表値・平均値 ○ ○ 57% 16% 33.5

31 2  適切な代表値・最頻値 ○ ○ 53% 16% 34.5

32 1  度数分布表・階級の幅 ○ ○ 51% 16% 35.5

32 2  度数分布表・相対度数 ○ ○ 42% 19% 36.5

32 3  度数分布表・中央値 ○ ○ 39% 20% 37.5

全　体 18 10 4 6 34 4 0 55% 7%

プロフィール

設
問
番
号

出
題
の
趣
旨

学習指導要
領の領域等

問題形式 正答率

那覇市平均正答率 ５５％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無答率 正答率
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平成３０年度那覇市到達度調査結果　那覇市立中学校全体

第２学年 数学 要素２

問題別調査結果　正答率-無答率　比較　　【要素２】

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率

無
答
率

6    和が常に負になる条件 ○ ○ 62% 3% 0.5

7 1  正負の数の利用 ○ ○ 76% 1% 1.5

7 2  正負の数の利用 ○ ○ 50% 4% 2.5

11    数量を文字式で表す ○ ○ 42% 2% 3.5

12 1  文字式・文字の意味 ○ ○ 60% 13% 4.5

12 2  文字式の利用 ○ ○ 33% 3% 5.5

16    方程式・立式 ○ ○ 32% 6% 6.5

20 1  ｙがｘに比例 ○ ○ 43% 5% 7.5

20 2  ｙがｘに反比例 ○ ○ 37% 5% 8.5

21 1  比例・水面の位置 ○ ○ 45% 6% 9.5

21 2  比例・式で表す ○ ○ 51% 18% 10.5

22    比例の利用 ○ ○ 33% 5% 11.5

26    直線や平面の位置関係 ○ ○ 32% 7% 12.5

27    投影図 ○ ○ 60% 7% 13.5

32 4  ヒストグラム・解釈 ○ ○ 29% 20% 14.5

全　体 7 2 5 1 11 3 1 46% 7%

設
問
番
号

出
題
の
趣
旨

学習指導要
領の領域等

問題形式 正答率 プロフィール

那覇市平均正答率 ４６％

0% 20% 40% 60% 80% 100%
無答率 正答率
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平成３０年度那覇市到達度調査結果　那覇市立中学校全体

度数分布　【要素１】 第２学年 数学

児童数 平均正答数 平均正答率（％） 中央値 標準偏差

人数 割合
0問 0 0.0%
1問 3 0.1%
2問 4 0.1%
3問 7 0.2%
4問 6 0.2%
5問 23 0.8%
6問 23 0.8%
7問 50 1.8%
8問 45 1.6%
9問 58 2.1%
10問 72 2.6%
11問 83 2.9%
12問 95 3.4%
13問 98 3.5%
14問 105 3.7%
15問 109 3.9%
16問 118 4.2%
17問 108 3.8%
18問 124 4.4%
19問 144 5.1%
20問 120 4.3%
21問 127 4.5%
22問 122 4.3%
23問 129 4.6%
24問 114 4.0%
25問 112 4.0%
26問 105 3.7%
27問 73 2.6%
28問 96 3.4%
29問 93 3.3%
30問 81 2.9%
31問 61 2.2%
32問 65 2.3%
33問 63 2.2%
34問 69 2.4%
35問 46 1.6%
36問 35 1.2%
37問 23 0.8%
38問 11 0.4%

度数分布　【要素２】

児童数 平均正答数 平均正答率（％） 中央値 標準偏差

人数 割合
0問 24 0.9%
1問 65 2.3%
2問 123 4.4%
3問 211 7.5%
4問 301 10.7%
5問 293 10.4%
6問 334 11.8%
7問 328 11.6%
8問 299 10.6%
9問 244 8.7%
10問 196 7.0%
11問 154 5.5%
12問 124 4.4%
13問 73 2.6%
14問 40 1.4%
15問 11 0.4%

正答数集計値
（左：児童数　右：割合（％））

那覇市 2820 20.8 / 38 55% 21問 7.9
正答数

那覇市

7問 3.2
正答数

那覇市

中学校２年数学において、要素１（基礎的な内容）で平均正答率が55％、要素２（活用的な内容）で平均正答率が
46％であった。要素１では38問中、中央値が21問であった。要素２では、15問中、中央値は7問であった。要素１の
標準偏差が7.9と得点の散らばりが大きく、得点の低い生徒も一定数いるので基礎的な力をつけさせたい。要素2
は、平均点付近の生徒が多く、高得点の生徒と低得点の生徒の分布がほぼ対称となっており、学力の差が出やす
い問題であったと考えられる。それぞれの生徒の学力の特徴や課題を把握する必要がある。

正答数集計値
（左：児童数　右：割合（％））

那覇市 2820 6.9 / 15 46%
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那覇市平均正答数（20.8）

平成３０年度 ２年
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那覇市平均正答数（6.9）

平成３０年度 ２年
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傾向の分析と課題となる問題 

－中学２年 数学－ 

 

●全体的な傾向● 

【要素１ 知識・理解／技能】 

・全体的には通過率の平均が 55％と，基礎的な内容をあまり習得できていない。 

・方程式を解く問い（大問 15）や，比例や反比例のグラフの問い（大問 18，19）において，通

過率が 50％以下で，全国的な傾向よりも下回っている小問があり，課題がみられる。 

 

【要素２ 思考・判断・表現】 

・全体的には通過率の平均が 46％と，応用的な内容をあまり習得できていない。 

・比例の式で表す問題（大問 21）や，立体の性質についての問題（大問 26，27）において，通

過率が全国的な傾向よりも下回っている。特に大問 26 は，通過率が約 30％と課題がみられ

る。 

 

【指導にあたって】 

・分数を含む１次方程式を確実に解けるように練習をする必要がある。 

・比例と反比例のグラフにおいて，比例定数によってグラフがどのように変わるのかを捉 

 えさせたい。 

・比例において表やグラフを読み取って立式できるようにさせたい。 

・平面と立体を結びつけて，立体図形を捉えることができるようにさせたい。 

 

●課題となる問題● 

＊「知識・理解／技能」・「思考・判断・表現」の要素別に，次ページ以降，分析を掲載してい

ます。表に掲載しているカテゴリーの説明は以下の通りです。 

 

 

問題番号 問題内容 通過率 無答率 全国 形式 

15 １  方程式を解く 66 3 77 選択式 

通過率：那覇市生徒の正答率（％） 

無答率：那覇市生徒の無解答率（％） 

全 国：全国生徒の正答率（％） 

形 式：解答形式 
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中学２年（中学１年学習内容）数学 【知識・理解・技能】 

 

問題： 

15   【 第１学年 数と式 Ａ(３)ウ 】 

18 19 【 第１学年  関数 Ｃ(１)エ 】 

 

問題内容： 

15   １次方程式や比例式を解くことができるかどうかをみる。 

18 19 反比例のグラフが通る点を見いだすことや，グラフから比例の式を求めることが 

   できるかどうかをみる。 

 

問題番号 問題内容 通過率 無答率 全国 形式 

15 １  方程式を解く 66 3 77 選択式 

 ２  方程式を解く 42 5 47 選択式 

 ３  方程式を解く 59 4 66 選択式 

18   反比例のグラフ 37 3 48 選択式 

19   グラフから式を求める 39 3 48 選択式 

 

誤答分析                                

・１次方程式を解くことができていない。特に，分数が混ざった問題で誤りが多い。 

・比例や反比例について，比例定数によってどのようにグラフが変わるかを理解できていな 

い。 

 

指導にあたって・指導例                            

【方程式を解く】 

全国的な傾向と比べて，基本的な１次方程式において通過率が    

低い。 

原因としては 

① 方程式を解くことの意味や，基本的な解法などが理解できて 

いない。 

② 分数が苦手であるために方程式が解けない生徒もみられた。ことなどが考えられる。 

指導にあたっては 

① 方程式を解くことの意味や，移項の仕方など，基本的な事項に戻って指導をする必要が

ある。 

② 分数が苦手であるために方程式が解けない生徒もいると考えられるので，基本的な解法

と併せて、係数が分数の場合の解法の指導も丁寧に行う必要がある。 

(1) 5x＋7＝－x＋31 

(2)  
3

4
𝑥 =

1

4
𝑥 − 7  

(3) 6：8＝x：12 
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※１次方程式が正しく解けない場合に，その原因は様々であるので，個人のつまずきに応じ

て適切な指導をしていくことが求められる。 

 

【反比例のグラフ，グラフから式を求める】 

原因としては 

比例や反比例について，式や表・グラフの特徴などが理解できていないことなどが考えら

れる。 

指導にあたっては 

① 関数では，グラフと式を相互に関連させて学習を進めていくことが大切である。 

② 比例や反比例について，それぞれの関数でグラフがどのように変わるのかをおさえさせ

たい。 

（例えば）比例においては，比例定数が１より大きい場合と小さい場合，反比例におい

ては比例定数が０より大きい場合と小さい場合など，それぞれの関数で比例定数によっ

てグラフがどのように変わるのかをおさえさせたい。 

③ 問題を解くときには，グラフが通る点の座標を式に代入することで，本当に式が成り立

つかどうかを確認するとよい。 

(1) 下の図の直線は，比例のグラフを表していま

す。 

このグラフについて， yをxの式で表しなさい。 

 

 

 

   

 

 

 

 

○グラフや表から，式を表すことができるように， 

相互に関連させて学習を進めていくことが大切

である。 

 

                           

(2) 次の図の曲線は，反比例のグラフを表していま

す。 

このグラフについて， x とy の関係を示した表

が， 

下のアからエまでの中にあります。正しいものを 

１つ選びなさい。 

 

 

○表から座標を読み取り、グラフ上に点を取る作業を

行うことも大切である。また，式に座標を代入して 

 本当に成り立つか確認する作業も行うとよい。 
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中学２年（中学１年学習内容）数学 【思考・判断・表現】 

 

問題： 

21   【 第１学年 関数 Ｃ(１)エオ 】 

26 27【 第１学年 図形 Ｂ(２)アイ 】 

 

問題内容： 

21    比例を用いた具体的な場面において，式に表すことができるかどうかをみる。 

26 27 四角柱における辺や面の位置関係について捉えることができるか，見取り図で表 

された空間図形において，１つの方向から見たときの形を捉えることができるか 

どうかをみる。 

 

問題番号 問題内容 通過率 無答率 全国 形式 

21 ２  比例・式で表す 51 18 58 短答式 

26   直線や平面の位置関係 32 7 39 選択式 

27   投影図 60 7 68 選択式 

 

誤答分析                                

・表を読み取って比例の式を立てることができておらず，無答も多い。 

・立体における図形の位置関係や見え方を捉えられないことによる誤りがみられる。 

 

指導にあたって・指導例                            

【比例・式で表す】 

指導にあたっては 

① 表やグラフを読み取って，自分で式を立てられるようにしたい。そのためには，普段

の学習でも表やグラフと式を関連させて，相互に表現をすることができるように練習

をすることが大切である。 

② 生徒がどの部分を苦手としているのかを把握することで，関数の立式の学習に生かし

ていきたい。関数についてだけでなく，それ以前の学習でつまずいているために式を

立てられない生徒もいる。分数の学習で苦手があったり，文字式の計算や，１次方程

式についての理解が曖昧であったりすると，関数の式の仕組みは理解しにくい。                                              

③ いくつかの表の中から，y が x に比

例する関係を表したものを選んだ

り，表の座標から式を立てる練習を

行うなどする。 
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【空間図形・直線や平面の位置関係，投影図】 

原因としては 

立体をイメージできず，図形の位置関係や見え方を捉えられないことが考えられる。 

指導にあたっては 

① 空間図形においては，模型を使ったりコンピュータ上で図形を動かしたりすること

で，立体としてのイメージを持つことができるようにしたい。 

② イメージをもとに，平面において場面が表現されたときに，立体を想像することで，

平面と立体をしっかりと結びつけて考えることができるようにしたい。 

③ 垂直や平行など，図形における用語を確実におさえることが大切である。平面図形の

ときに学習済みのものもあるが，立体においては位置関係が複雑になるので，改めて

しっかりと確認をしておきたい。 

 

(1) 右の図のような直方体があります。 

これについて，次の①，②の各問いに答え

なさい。 

① 面EFGHと垂直な辺を1つ書きなさい。 

② 辺 BF とねじれの位置にある辺を１つ 

書きなさい。 

 

 

(2)下の図は，ある立体の投影図で，正面から見

た図（立面図）と真上から見た図（平面図）

で表したものです。この立体の見取図が下の

アからオまでの中にあります。正しいものを

１つ選びなさい。 

 

 

 

   

 

 

○直線と平面の位置関係            ○実際に、立体図や平面図を考察する活動を 

  直線と直線(辺と辺)の位置関係について     取り入れるとよい。 

  立体をイメージして考えることができる 

  ようにしたい。 
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